









せまくなることは， Fletcher, H. & Munson, W. A. の聴惑曲線や， ISO (Inter-







































軽針圧の利点を雹きましたが，これはカ トーリ ッジのメ ーカーの指定した針圧
で使用した場合のことであり，かってに針庄を少なくして使用した場合，針とびや
歪などの点でかえって不利になることもあります。










ルに使用しても恋くはないのですから， よし、ステ レオのカートリ ッジがあれば，そ
れを直列あるいは並列に接続して，モノーラルとして使用すればよく，数多くのレ




レシーバー（ヘ ッドホソ）用レコードil奏装四 3 
ムービソグ形カートリッジの場合，特にハムに対しての注意が必要であり， ゴ
ソデ‘ノサー形の場合は出力電圧が大きいので，ハムの心配はそれほどでもないでし





モノーラル カ トーリ ッジ Stax C P-15V形
アーム Stax L A-24F形発振検波器pOfD-







再生した場合， lK C/s 
dB:: I」lJ I。i_J: !Jl,t I JllHJ. 
第 1図 Stax C P-15V周波数特性東芝LF-1003 周波数茄
準レコ ー ドによる。針先0.7ミル 針圧 1.5g アームLA-24F
イコライザー EQ-1 
以上はRIAA等価値にしたがって，高域が降下した特性になり，そのため出力電
圧が小さいので，測定上の多少の誤差（士） 2 dB (レコ ード録音上の誤差を除く）
はあるものと思います（ム ービング形の場合再生イコライザーを取り除けば，出
ガ臨圧をそのまま腹続できますが，コンデンサ ー形の場合，高音域はイコライザー
を除いても大体 RIAA再生カ ーブに等しくなります。 (Staxの場合は EQ-1で
す）。 ほかにメ ーカーの発表したもの，五十嵐一郎氏の測定したもの（注1)がありま
すが，それほどの違いはないようですo





























ステレオは現在 ('63年 8月） 1台のみで，
アーム TEAC PA-1形 カー トリ ッジ グレース F-5 D形
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第 3図 Langevin EQ-252-A グラフィック ・イコライザー 特性1線
場合のほうが，聴いた音がよいとも思えますが．なにぶんにもおおげさすぎますo
これに似た Langevin E Q -252-A型 グラフィック・イコライザーがあります。
特性は第 3図のようにいろいろと変化することができ，再生音もひじょうに興味あ


























しません。 レジーバーの所でものべますが， Jensen" Space perspective " head
-
















(1) . ロークリー ・ スイッチによるもの
(2) ピア ノ・ スィッチまたは押しボタ ‘ノ・スィッチによるもの




1に換える時は， 9, 8, 7…… 1と全チャソネルを通らないと切り換えられない





切り換えを使用するにしても Vツーバーのはいらないチャソネルは Vツーバー の
イ
ソピーダ‘ノスに等しい負荷のあることが必要で，多くのレジーバーを使用した時と
少数の時とで音拡レベルの変化が起こらないよう ， また O.P.T. が開放にならな
いようにすることです。 また 0.P. T. の出カイソビーダ‘ノスは使用する Vツーバ
ーの数によってきまりますから，全部のレジーバーを使用した時のイソビーダソ7，
に等しくするか，それより多少低くすることも必要です。
現在市阪されているレジ ー バー（ヘッドホン）のインピー ダ‘ノスは大体 8 ~16!1
で，使用する時これに直例に 100!1の抵抗を接続しておりますから，片チャソネル
のイソビー ダンスは 108~116 !1 ; こなり，10個同時に使用した場合（並列）のイソ
- 219-
レンーベ＿ （ヘッドホソ））lレコード荻炎装骰 7 
ピーダ｀ ノスは 11.6 n (16 nの時）にな：）ます。
アソプの負荷抵抗をかえた場合，出ガ，証圧 Cじ力）がどのくらい変わるか，ア
ップに 6267ー 12AU7-6RA8°P0P を使用， 電圧負帰遠 屯流負帰迎の場合
0. P. T. 16.nの出力雷圧 (1じ力）は，
----- J'.t荷 I＼ 10 n 
屯圧負帰還 lV 
池流 /, 1 V 
100 n ¥開放
1.17V I 1.2V 
1・ 
3.2 V 4.2V 
となります。これは単なる例ですが，アンプに霊圧負帰遠をかけた場合出カイソ
ビーダンスは低下し，軍流負帰述の場合増加します。
上の例で電圧負帰迎のアソプに 100[;, つレジーバーを使用した場合， 出力遥庄
1.17V, vツーバーの入力 0.0136Wで， 100D.のレツーバーを10個並列に使用した









カインピーダ｀ノスは，左右直列接続で 10kn, レツーバー数 18,全部同時に使用し
た場合のイソヒ゜ーダ｀ノスは 555!1,出力管は 6AR5(T)Sですので， O.P.T. は











(2) 二霞ポ リュームを使用する（クラ ・ノチ式も含む）
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8 
し3) 二連ボリュ ームと左右バラソスボリニ ームを設ける







5. レシー Iゞ 一 （ヘッドホ ‘ノ）
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第 6図 P社レシー バー 実耳音圧特性




























型 番 DR-531 
イソピーダ‘ノス 5Kn 
周波数特 性 50-8500C/s士4dB









できても， ‘聴いて音がよ くない”といわれ，どう い う音がよい音であるか ？と い
うことになると物理的な特性でなく 心理的なものになり ，この心理的なものの尺度
を決めようとすることが行なわれています。
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SOLID LINES, TRANSMISSION CHARACTERIS!ICS OF CC-I 
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FRfOUENCY IN CYClfS PER SECOND 
第 8図 Headphone control center CC-1特性図
（立体感）をより多く出す方法として第7図（注11)のような回路が考えられ， その
特性が第8図（注11)になります。説明によるときわめて自然な音が得られ， この回
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